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JAXA航空技術イノベーションチャレンジとは？

世界の航空輸送や航空機利⽤を変える新技術や新材料、既存の技術等の組み合
わせによる新たなサービスや事業、航空関係技術の他分野での実⽤化など、我
が国の航空産業・航空技術の競争⼒強化につながる技術やアイディアを広く募
集します。

背景は？

ＪＡＸＡ航空技術部⾨次世代航空イノベーションハブでは、異分野異業種との
⼈材・知の糾合によるイノベーション創出や⾰新的なアイデアやシーズを創出し、
社会にインパクトを与える成果の実現に取り組んでいます（図１）。

効率的、効果的なオープンイノベーションのための連携機能を強化するための
仕組みとして2016年に実施した「イノベーションチャレンジ」を発展させ、
新たに⽇本政策投資銀⾏（DBJ）の協⼒を得て、「JAXA航空技術イノベーション
チャレンジ2018 powered by DBJ」として公募いたします。

本取組を通じて、我が国の航空産業・航空技術の競争⼒強化につながる新たな
技術やアイディアの実現を⽬指してゆきます。

具体的な進め⽅は？

・本制度では、図２の全体像に⽰される通り、フィージビリティスタディと、その後、最⻑3年の研究開発
を経て、将来の航空産業の競争⼒強化やイノベーションを⽬指します。

・このうち、今回の公募では、平成30年10⽉頃から
平成31年２⽉頃までの約半年間の委託契約期間
内に、応募テーマに関して必要なフィージビリティ
スタディ（プロトタイプ開発・評価、市場調査等）
を実施して頂きます。

・フィージビリティスタディ期間中は、JAXAから
技術的なアドバイスを、DBJから事業化に向けた
アドバイスを受けることができます。

・フィージビリティスタディ実施のため、JAXAから
上限を１００万円未満とする委託契約を⾏います。

・応募条件:原則として、国内の機関、法⼈、または
団体を対象とします。
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募集期間: 平成30年6⽉26⽇(⽕) 〜 8⽉31⽇(⾦) 17時必着
募集要項 http://www.aero.jaxa.jp/collabo/public-invitation/fy30-challenge-dbj.html

問い合わせ先：innovation@chofu.jaxa.jp
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